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因果構造学習は、機械学習と統計学において最も注目を集めているトピックの１つである [2, 5, 3]。関数形
に線形性またはなんらかの非線形性を仮定し、そして未観測共通原因がないことを仮定して、因果方向を一意

に推測する方法がいくつか提案されている。しかし、いずれかの仮定が満たされなければ、推測結果は歪めら

れてしまう。そこで、ここでは未観測共通原因がないという仮定を緩めて、未観測共通原因がある場合に２つ

の観測変数間の因果関係を推定する方法を考える。まず、個体効果のある線形非ガウス構造方程式モデルを導

入する。個体効果は交絡の源となることがある。そのため、個体効果を潜在変数としてモデリングすることで、

未観測共通原因を考慮することができる [4]。また、所望の予測結果を得るために必要な特徴量への介入を推
測するフレームワークを提案し、データ生成過程の因果構造と予測メカニズムの因果構造をつなぐことを考え

る [1]。
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